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要約:本研究は,平成10年度から兵庫県で実施されている「トライやる・ウィーク」に
おける生徒の内観を分析・考察したものであるO分析はフロー理論をもとにした文脈的解釈
を行った。 その結果,生徒の内観からは,自己目的的経験に基づく「内発的報酬による楽し
さ・喜び」を多く読みとることができた。 また,受け入れ側の姿勢には,学校教育にもつな
がる教育的配慮が随所に読みとることができた。
キーワードフロー経験自己目的的経験文脈的解釈「トライやる・ウイーク」
1.はじめに
1.1「遊び」と「学び」
「なぜ,子どもはテレビゲームに熱中するのだろう」
私たちはしばしば,子ども達が,時間の経つことを忘
れ,他のことが目にも耳にも入らないほど集中し,我
を忘れてゲームに熱中する姿を見かけることがある。
その時,親や学校の先生は,口々に言~勉強もあれくら
いやってくれたらいいのにね」等と言うだろう。 大人
の一部は,このように子どもが熱中するものを「結構
面自そうだな」,「ちょっとやってみようかな」と関心
を寄せるが,大人のほとんどは「目に悪いからだめ」
とか「勉強をやらなくなるからだめ」等と言い,ゲー
ムを軽視し,隠したり取り上げたりしている。 大人の
世界では,テレビゲームに代表されるように,「遊び」
というものを軽く捉え,反対に仕事や勉強する意味で
の「学び」が大切であり,正しいこととして考える傾
向がみられる。大人の世界から見ると「遊び」は価値
か低く無意味で,「学び」は価値の高いもので意味のあ
るものと捉え,一方,子どもの世界から見ると「遊び」
は楽しく自由で,「学び」はつらくて,強制的で束縛さ
れたものと考えているようだ。
野垣1つまr子どもの生活における勉強と遊び」でそ
の関係を図_1のように説明している。行動へ駆り立て
るものとして「強制-「自発」を横軸に置き,子どもの
立場から「面白さ・楽しさの大一小」と大人の立場か
ら「効用・価値の高一-低」を縦軸に置き,平面を4つ
に分割する。そうすると「勉強」は①に,「遊び」は③
に位置づけられる。つまり,子どもの立場から見ると,
「勉強」は強制されたつまらない清動であるが,「遊び」
は面白く楽しい自発的活動ということになり,大人の
立場からは,「勉強」は効用・価値の高いものであるた
め強制してもやらせる必要がある活動で,「遊び」は価
値の低い活動になるOこのように,「遊び」と「学び」
の捉え方は様々であるか,いずれにしても共通して言
えることは,「遊び」と「学びJを対立した固定観念で
捉えているという点にあるa
低 大
図1丑びと勉強の関係
1.2「遊び」と「学び」の融合
果たして「遊び」と「~学び」をこれまでの対立した
固定観念で捉えてよいのだろうか。 例えば,「学び」に
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陶酔してしまうように,「学び」の中にも楽しさを感じ
ることがあり,お父さんにとって休日返上で義務的な
家族サービスをする「遊び」は. しばしばつらく感じ
ることもある。常に「遊び」が楽しく「学び」かつら
いとは限らない。 要するに「遊び」と「学び」という
従来の分け方は必ずしも正しいとは言えないのである。
大好きなテレビ番組である「セサミストリート」を
見ている幼児は,ビッグバードやエルモの楽しい動き
や会話の中から,知らないうちに英語を覚える。 それ
は,中学校1年生が英語の授業で習うよりもはるかに
自然で楽しみながら覚えることができると考えられる。
同様に,数遊びをしている幼児は,小学校の算数の授
業より早く足し算,引き算を覚えることができる。 ガ
ラガラで遊んでいる幼児は,音の楽しさ,美しきを体
で感じ,積み木やブロックで遊ぶ幼児は,無限の想像
力とものづくりの楽しさを体で覚える。 このような現
象は「遊び」と「学び」に一連のつながりがあること
を示唆し,「遊び」という状態から「学び」という状態
へ極めて自然な形で移行や融合することを表している。
つまり,別の側面から見ると「遊び」と「学び」を分
けること自体,不自然なものになってくるのである。
さらに重要な点は,「遊びJと「学び」という二分法
は,あくまでも大人から幼児を見たときの捉え方に過
ぎないという点である。 大事なところは,視点を幼児
に移して初めて見えてくるのである。 常識的に考える
と,幼児が「自分は学んでいるんだ」と意識している
とは考えにくい。 このことは,幼児の意識の中に-おい
て「遊び」と「学び」という概念が構築されていない
ものと考えることができ,両者を分けて活動している
とは考えられないためである。 したがって,幼児の意
識の中では大人か分けている「遊び」と「学び」とい
う概念杏,同じものとして捉えていると考えられる。
アメリカの社会心理学者. チクセントミハイ2)が提
唱したフローの理論によると,「遊び」と「学び」とい
う二分法ではなく「外発的報酬による満足」と「内発
的報酬による楽しさ」という二分法こそが重要である
と指摘している。 金銭,地位,名誉などの外的報酬を
期待した活動では,人間は自由や開放感をなかなか味
わうことができないが,他人にどう評価されるか度外
視して,自分が望んで行う活動,すなわち自己目的的
経験では,「楽しさ」という大きな内発的報酬が得られ
るのである。他人に強制されることなく,自分が納得
づくで選んだ活動では,「遊び」でも「学び」でも内発
的な報酬を引き出すことが可能であるというわけであ
る=-
兵庫県では平成10年度「兵庫県トライやる・ウィー
ク」3)と題し,学校・家庭・地域の三者が一体となっ
ての中学校職場体験か1週間にわたって実施された。
この試みは,生徒の興味・関心に基づき生徒自身か自
ら活動場所を選択し職場体験活動を行うものであるG
「トライやる・ウィーク」は,従来の2分法をかりる
と「学び」の部分として考えることかできるG野垣の
分類を参考に,生徒の視点で考えて見ると「学び」は
強制的で面白さや楽しさが小さいものに分類できる。
しかし,兵庫県教育委員会から出された実施報告書や,
実践した中学校でまとめた体験文集からはこのような
意見は極めて少なく,逆に「遊び」に分類されるよう
な,自発的であり面白さや楽しさが大きいものであっ
たことが報告されている。 このことは,r遊び」と「学
び」が自己目的的経験に基づく「内発的報酬の楽しさ」
として融合されたものとして捉えることができる。
2.「内発的報酬による楽しさ」による教育
2.17E)一経験と「トライやる・ウィーク」
「トライやる・ウィーク」の実施により,どの様に
生徒が「内発的報酬による楽しさ」得ることかできる
のかを考えてみる。 チクセントミハイによると,「目標
を志向し,ル-ルがあり,自分が適切に振る舞ってい
るかどうかについての明確な手掛かりを与えてくれる
行為システムの中で,現在立ち向かっている挑戦に自
分の能力が適合しているときに生じる感覚をフローと
呼ぶ。」とし,フローの最も基本的要素として,その行
為自体が自己目的的経験であることが大切となる。
「トライやる・ウィーク」実施にあたり,この活動
が生徒の内面において自己目的的経験であるかどうか
が非常に重要になる。 つまり,生徒がrやらされてい
る」とか「~しかたかなく」等のような考え方では,r内
発的報酬による楽しさ」が得られにくく,学校教育と
しても不十分である。 学校教育の中において,生徒が
「やらされている」とか「しかたかなく」等の感情を
抱きながら授業を行うことは決して望ましい姿とは言
えない。つ生徒が主体的に自ら進んで学習に向かう姿こ
そ,教師が望んでいる生徒の姿である。 もし,この活
動において,生徒の主体的な活動や行動が捉えられる
ならば,教育的価値はより高いものとして考えること
ができるであろう。
2.2楽しさの8つの構成要素
自己目的的経験に基づく「内発的報酬による楽しさ」
は,何にも代え難い喜びであり,人はその「楽しさ」
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や「喜び」を求め,再び自己目的的経験をスパイラル
的に繰り返す。 今回実施された「トライやる・ウィー
ク」を通して,「内発的報酬による楽しさ」を感じる生
徒が数多く見られるのは大変好ましいことであり,教
育的価値をこの試みに見出すことができるであろう。
では,「内発的報酬による楽しさ」とは具体的にどの様
なものなのであろうか。
チクセントミハイは,世界中の人を対象に面接法や
調査紙による方法等を用い,楽しさ・喜びの要素につ
いて研究を行い,次の点に着目した。 1つ目は「互い
にまったく異なる活動でも,とくにそれらが上手くい
っている時には,同じように記述されていること」,2
つ目は「文化,近代化の段階,社会階層,年齢,性の
相違にかかわらず,楽しさをきわめて類似した形式で
記述したこと」である。
そして「要するに最適経験,
およびそれを可能にする心理的条件は世界中で同一の
ように思われた」とまとめている。 彼はこのような研
究から楽しさの要素は,次の8つの主要な構成要素か
組合わさっているとしている。
1達成できる見通しのある課題に取り組むこと0
2日分の行っていることに集中していること。
3行われている作業に明瞭な目標があること0
4直接的なフィードバックがあること。
5意識の中から日々の生活の気苦労や欲求不満を
取り除くこと0
6日分の行為を統制しているという感覚をともな
うことC
7自己についての意識が消滅し,その後,自己感
覚がより強く感じられること。
8時間の経過の感覚が変化すること。
つまり,この構成要素が関連すれば,「トライやる・
ウィーク」の試みに教育的価値を見ることができると
考えられる。
2.3教育におけるフE)-
フロー経験の具体的な例として学校の授業を示し,
さらに考察を加えるQフローの理論において最も重要
な要素として,挑戦と個の能力を取り上げ,縦軸に挑
戦を横軸に能力をとり図2に表す。 Aは生徒を表す。
A1段階は学習の場に入り込むための目的を得た状
態である。A君は自己目的的経験に基づき自分の能力
にあった挑戦レベルの課題を自己設定することで心理
的エネルギー(注意)を統制することができ,心をフ
ローな状態におくことができる。 しかし,実際には生
徒自身が課題を設定する自己課題設定型の授業は少な
く,課題は教師側から与えられることの方が多い。 つ
まり授業の導入時に,教師がA君の能力にあった挑戦
レベルの題材を与える場面と考えることができる。 こ
こで大切なことは,教師かA君の興味・関心を考え,
自己目的的経験になりやすいように工夫することであ
る。つまり,生徒の個性を教師がしっかりと把握する
ことが大切になってくる。
AlからA3段階は学習に困難を生じた状態を表す。
挑戦レベルが高すぎず低すぎず,個人の能力で乗り越
えられるように教師側が設定する。 A君の心はフロー
な状況において新しい課題を与えられることで,フロ
ーな感覚から離れ不安定な状態に移行するのである。
A3段階は,学習課題に不安を覚えITいる状態を表
す。心理的エネルギーが統制されない,不安な状況は
望ましい経験ではないため,フローの状態に戻るよう
に動機づけられる。 A君は新たな課題を与えられるこ
とで,自分の能力と課題の難易度の関係を判断する。
自分の能力に合わない挑戦レベルのため心に不安を覚
え,その不安を回避するための情報を必要とし,自ら
または教師による適切な指導・支援により,情報を獲
得しようとする動鶴が芽生える。
A3からA4段階は,学習課題を解決をする状態を
表す。不安定な状態から課題解決しながら自らをフロ
ーのレベルに戻すため,知識や技能の獲得を必要とす
る。A君は課題解決という明確な目標に向けて,主体
的な情報獲得もしくは教師からの知識や技能の教授に
より,心理的エネルギーを統制し,自らの知識や技能
を総動員して授業に取り組み,適切に能力を向上させ
ようとする。
A4の段階は,学習かAl段階より高次のフローに
到達した状態であり,Alより更に強いフロー状態に
意識をおくことができるので,Alより強い「楽しさ」
や「喜び」を得ることができる。 A君はこの状態でA
lより複雑でより多くの情報を獲得しており,A君の
能力は高まっていることになる。 .
A4はAlから見て,より複雑で,より楽しい状態
であるが,そのままA4に止まることはない。 もしそ
のレベルで挑戦をうち切ってしまうなら. フローな状
態からA2′の退屈な状態となり再び望ましくない経
験をすることにつながるからである。 そこで,再び楽
しみたいという動機が更なる挑戦レベルを求め,今度
はA4より高い水準のフローを求めるように自らの能
力を高めようと努力することにつながるOこのことは,
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図270-理輪
チクセントミハイの述べる「ダイナミックスな特性は,
なぜフロー活動が人を成長と発見へと導くかを説明し
ている0人は同じことを同じ水準で長期間行うことを
楽しむことはできない。 我々は退屈か不満を募らせ,
再び楽しもうとする欲望が能力を進展させるか,その
能力を用いる新たな挑戦の機会を見出すように自分を
駆り立てている」ということになる。 つまり,人は常
により高い「内発的報酬による楽しさ」を求める存在
であり,その「内発的報酬による楽しさ」を求める行
為が自己目的的経験なのである。 自分が望んで行う行
為だからこそ,その行為は楽しいものであり,喜び,
幸せを感じることができるのである。
ここまでは「A1-A3-A4」のルートで説明を
加えたが,もちろん「Al-A2-A4」のルートも
可能である。 A2の段階はAlのレベルと同等の内容
を続けたときに生じる状態である。 同じ問題を繰り返
し行っているうちに,A君の能力は次第に上がりやが
て,その状態では退屈を覚えるようになる。 この状態
は極めて不快な状況なので,新しい課題,つまり,今
の課題より多少難易度の高いものを求めるように動機
づけられる。 適度な挑戦レベルである新しい課題を解
くことで満足感,達成感,及び充実感が再び得られA
4の状況になるのである。
現在の学校現場において自己目的的経験は少なく,
生徒は自主性や主体性を失っている面がある。 ともす
れば生徒は自主的に行動することを嫌い,仲間から突
出せず,集団にあわせながら行動することに終始する。
自己目的的経験は,現在の教育の中に失われているも
のを生徒にも教師にも再確認させてくれるものであるE,
その教育的効果は高いと思われ,教育現場で数多く見
られるようになることがこれから一層強く望まれる。
「トライやる・ウィーク」の実践において,一人でも
多くの生徒が自己目的的経験の下でこのフロー感覚を
感じとることができるならば,この活動に教育的価値
を見ることができるであろう。
3.「トライやる・ウィーク」における生徒の内観
3.1「トライやる・ウィーク」実施の麓緯
「トライやる・ウィーク」実施にあたり,特に強調
されていることは,文部省からも提言されている「心
の教育」と「生きる力」である。 兵庫県は,先の大震
災において莫大な被害と多くの尊い命を失ったが,た
くさんのボランティア活動や国内外からの支援の数々
に,人と人との強い杵と人の思いやりや助け合いの心
など大きな教訓を得ることができた。 しかし,その後
の神戸市須磨区の中学生が関与した事件など,心の不
安定さば否めず心のケアが現在も求められている。
兵庫県,神戸市両教育委員会は「心の教育緊急会議」
を平成9年1O月に設置し,課題を協議検討し「心の
教育の充実に向けて」と題して,「現在の子どもたちを
より深く理解する視点」と「心の教育の課題・方向性
・提言」を示した。 この中で話し合われた内容と「ト
ライやる・ウィーク」の接点として次の5つをあげて
いる。1つ目は「子どもは固有の内的世界を持ってい
る」,2つ目は「子どもは成長しつつある存在である」,
:-1つ目は「思春期は自己を根底から再構築する時期で
ある」,4つ目は「子どもたちの生き方の根底には人間
関係がある」,そして5つ目には「子どもたちは自分の
感性や価値観にあった生き方を見つけていく」である(,
このような中で「トライやる・ウィーク」実施の趣
旨を,『子どもの時間的,空間的ゆとりを確保し,地域
や自然の中で,生徒の主体性を尊重した様々な活動や
体験を通して,豊かな感性や創造性などをみずから高
めたり,自分なりの生き方を見つけることができるよ
うに支援するなど「教. 」よりr育」を申し、に据えた「心
の教育」を推進する。 このことにより,ともすれば知
育に偏りがちな教育を是正するとともに地域に学び,
共に生きる心や感謝の心を育み,自立性を高めるなど
「生きる力」を育成することが期待できる』としてい
る。
本研究の目的は「トライやる・ウィ-ク」という活
動を通して,普段の学校生活では見られない生徒の姿
を分析・考察するものである。 これまでの多くの学校
活動は,学校側から一方的に与えることが多く,生徒
の興味・関心を全面に出して行われる教育活動が少な
かったoそのため,行事に参加したからない生徒や意
欲的に取り組みたからない生徒が数多く見受けられた。
「トライやる・ウィーク」はこれまで行われた学校側
からの--・方的な「教」のベクトルを見直し,生徒自ら
が自分の興味・関心にあったベクトルを定め,教師が
r育」という意識のもとで実施している。 このことは,
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生徒の自己目的的経験が極めて行われやすい活動と見
直すことができ,チクセントミ-イの2分法を借りて
説明するなら,「外発的報酬による満足. 」ではなく「内
発的報酬による楽しさ」によって成り立つ活動と捉え
ることができる。
本研究は兵庫県教育委員会(平成11年1月末)発表
の「トライやる・ウィーク～成果と課題について～」
及び実施後アンケート調査結果,及び,兵庫県伊丹市
立天王寺川中学校の体験文集をもとに,フローの理論
に基づく「内的報酬による楽しさ」を中心に据えて分
析・考察を加えるものであるO
3.2実施状況
兵庫県教育委員会発表の「トライやる・ウィーク
～成果と課題について～」から実施状況を次に示すC
3.2.1実施期間及び実施状況
平成10年11月実施(但し,一部試験的に6月実施)
実施学校数(兵庫県下公立中学校335校
生徒数(中学校2年生)
社数
活軸上ftpi;
指導ボランティア数
1姓あたり平均生徒数
1斑あたり最大生徒数
1姓あたり最小生徒数
3.2.2活動内容・場所
勤労生産体験活動
5.2K
文化芸符創作活動
6.4㌔
福祉体験活動
Lqい
分野別
その他体験活動
7,5荒主当-・、＼
54431人
17347班
15958ヶ所
23029人
3.14人
20人
1人
図3活動場所(分野別)
内容別
役所・消防署等
7.IS
病院等
r3.6ォi
2
図4活動場所(内容別)
6.5*
3.」3生徒の希望達成度
生徒の希望達成度
図5生徒希望達成度
3.3アンケート璃査結果及び分析・考察
兵庫県教育委員会発表の「トライやる・ウィーク」
実施後アンケート調査結果から調査結果を次に示す。
3.3.1実施後アンケート璃査期間及び鵬査対象
平成10年10月～平成11年1月
調査中学校(兵庫県下公立中学校267校
生徒数(中学校2年生41143人
保護者35122人
関係者11087人
教職員3220人
3.3.2実施後アンケート結果(一都省時)
散問1あなたにとって,この-週間はどんな一週蘭でしたカヽ?
1大変充実していた(55.4%)2充実していた(35,0%)
3どちらとも言えない(1.1%)4ほとんど充実していなかったC1.2H)
5まったく充実していなかった(0,7%)
図6充実感
口山のほほ呂-f*>S一蝣?*-」]ゥ*汚溝瑚EL:コZ'ztit.xntmA-inn
みたいですか?
1ぜひやってみたい(60.594)やってみたい(26.2%)
3どちらとも言えない(8.9X)4あまりやりたくない(2.4H)
5まったくやりたくない(2.OH)
図7再挑戦
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3.3.4分析及び考察
「トライやる・ウィーク」実施にあたり,「心の教育」
と「生きる力」の実現のために,生徒の興味・関心に
基づいた活動を中心に行うことを前提としている。 こ
の基本的方針は,活動場所が第1希望となった生徒が
71.2%,第2希望となった生徒が16.8%という調査結果
からも見ることかできる(図5)。 また,フローの最も
基本的要素として,その行為自体が自己目的的経験で
あることが大切になってくる。 「トライやる・ウィーク」
をこの自己目的的経験と照らし合わせて考えてみると,
第1希望,第2希望あわせて88%の生徒が,自分の希
望通りの活動場所を選択でき,自己決定している。 つ
まり,「トライやる・ウィーク」自体か,自己目的的経
験であり,フロー経験をする基本的要素を満たしてい
ると言える。
自己目的的経験を満たしている中,生徒が「トライ
やる・ウィーク」でフローを得るためには,フローの
理論を用いて次のように説明することができる。 「生徒
自身がそれぞれ選択した体験活動において目標を志向
し,その活動におけるルールに従いながら,自分自身
が適切に振る舞っているかどうかを受け入れ先の適切
な指導を受ける中で,現在立ち向かっている仕事に自
分の能力が適合しているときフローな感覚を生じるJ
つまり,「生徒の自己目的的活動の中,受け入れ先の適
切な指導や援助を受けながら,生徒個人の能力に適し
た仕事をしたときにフローな感覚が生じやすい」と言
うことになる。 このことは学校の授業場面においても
同じことが言える。 生徒の自己目的的経験に,教師は
適切な助言を与えながら,生徒自身が個人の能力にあ
った学習をすることは極めて重要なことである。 この
ような一連の活動が行われるとき,人間は非常に心地
よく,楽しく,充実した感覚,つまりフローを生じる
ことになる。、当然,人間はこのような感覚を再び求め
ようとするので,次の活動への意欲が湧いてくること
になる(,アンケートにおいても「あなたにとって,こ
の1週間はどんな1週間でしたか`?」(図6)という設
問に対し90.4%の生徒が「大変充実していた・充実し
ていた」と答えており,冊トライやる・ウィーク』の
様な活動を,機会があればまたやってみたいですか? 」
(図7)という設問にも86.7%の生徒が「ぜひやって
みたい・やってみたい」と答えているrjこのことは,「ト
ライやる・ウィーク」か生徒にフロ-を与えた可能性
を示唆している。
,
また,受け入れ先の関係者へのアンケートの中で「あ
なたの関わられた活動に参加した生徒たちの取り組み
はどうでしたか?」という設問に,81.5%は「大変積
極的だった・積極的だった」と捉え,「来年以後も,こ
の活動にご協力をお願いできますか`?」という設問に
は93.1%の関係者かr積極的に協力したい. 協力した
い・依頼があれば協力したい」と答えている。 これは,
中学生の姿勢と今後の活動に関して極めて前向きな捉
え方をしているという点から,生徒と関係者の関係は
極めて良好であり,仕事の指導においてもお互いの良
好な関係を伺うことができる。 つま. り,お互いの関係
から,生徒にフローを与えた可能性を推測することか
できる。
3.4体験文集の文脈的解釈及び考案
ここまではアンケートという量的なデータをフロー
の理論をもとに考察したか,あくまでもこの見方はデ
ータを通して解釈したということであり,個人的なレ
ベルについて考察されたわけではない。
フローの理論
の前提は個人的なレベルであり,一個人の内観におい
てフローな状態が見られることが極めて重要になって
くる。つまり,質的データにおける考察が必要となっ
てくるのである。 そこで,一個人の内観に焦点をおい
たものとし,生徒の体験文集4)を中心に,楽しさの8
つの構成要素と図2のフロー状態のモデルを関連づけ
なから考察を加える。
(事例1〉
『小さな木なので,何となく運べました。 ・・・今度はさっ
きの小さな木と違い,40-50kgあるかないかの大木を
運びました(,はじめはびくともしなくて,持ち方のコツをし
っかり教えてもらいました。 根のつけ根の所を両手でもって
上に力を入れると,魔法をかけた様に軽く持てました
一日が1時間になったみたいに,すごい早さで次々とたって
いって,N農園の人たちに,お別れの挨拶をしました』ら)
『小さな木なので-』という文は,達成のできる見
通しのある課題に取り組んでいる状態と考えることか
でき,その生徒の個人の能力レベルにあった適切な挑
戦レベルを与えていることになるo図2で言うとAl
の段階であり,この状態では心理的エネルギーは統制
されており,フローな状態におかれていることを示し
ているC
『今度はさっきの小さな木と違い40-50kg
あるかないかの大木を運びました。』この文は適度の挑
戦を与えている段階であり,図2で言うとAlからA
3に移ろうとしている状態であるOこの挑戦レベルは
その個人において. 高すぎず,低すぎず適度な挑戦レ
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ベルを与えることが寛容で,この挑戦レベルの与え方
は受け入れ先の関係者が生徒を見て判断している場面
と捉えることができる。 もちろん,このような場面は
授業において多く見られ,生徒の個に対応した適切な
教師の動きとしそ捉えることができる。
『はじめはびくともしなくて-』この一文は図2で
言うとA3の段階で心理的エネルギーのエントロピー
は増大し不安な状態に陥り,フローを離れた状態にな
るO挑戦レベルか個人にとってあまりにも高すぎると
この状態か長く続き,人間は不安となり途中諦めたり,
投げ出したくなったりする。 学校教育の中で「落ちこ
ぼれ」等という言糞を耳にするのはこの場面なのでは
ないだろうか。教師にとっては,生徒が途中諦めたり,
投げ出したくなったりする場面におし? て,A4の段階
に導くことが勤めである。 もし,A4に導くことを教
師が怠るならば,教師自身改めて自省する必要がある。
『持ち方のコツをしっかり教えてもらいました。 』こ
の一文は関係者の適切な指導や支援と捉えることがで
きる。適切な指導や支援は個人の心理的エネルギーを
不安からフローな状態に戻す重要な場面で,図2では
A3からA4に移る段階を示しているo心理的エネル
ギーのエントロピーは必要な情報を得ることで減少す
るO情報は,指導者や仲間から与えられる場合と自ら
探求する場合に分けることができるC支援要求の強い
生徒はこの段階で情報を他に求めるが. 自己解決を望
む生徒は自ら解決するための方略を,現在持ち合わせ
ている全ての感覚を動員して解決しようとする。 これ
までの学校教育で,教師はこの部分を一方的に与える
ことが多かったOつまり,できるだけ心理的エネルギ
ーのエントロピーが増大しないように様々な工夫を行
い,生徒かつまづかない工夫をしてきたのである。
心
理的エネルギーが不安定な状況を作らないことは,あ
る意味で大切ではあるが,学校教育に求めている「生
きる力」や「心の教育」の育成には必ずしもプラスに
なるとは言い切れないC時として,マイナスの感情を
経験させながらも,そのハードルを乗り越えさせるこ
とか,この段階の大切なポイントになる。
『根のつけ根の所を両手でもって上に力を入れる』
この文は,適切な指導や支援もしくは自ら見つけた方
略を行う,つまり,生徒の立場から見ると学習したこ
とを実践する場面と捉えることかできるO学習された
ものが心理的エネルギーの統制をはかり,内面を再び
フローな状態に持っていく場面であるo
『魔法をかけた様に軽く持てました』この文は,自
分の行為を統制しているという感覚をともない,その
他の行為と無関係のことを考えない状態と捉えること
ができる。個人の内観はフローな状態であるが,A1
の感覚よりは造かに強度なフロー感覚を得ることがで
きる。図2で言うとAlより一段高度なA4の感覚を
得ることができるのである。
最後の『一日が1時間になったみたいに,すごい早
さで次々とたっていって・ ・ ・』この文は,フロ-鍾
験の中の,時間のゆがみを表しているものと捉えるこ
とかできる。我々の普段の生活において何かに没頭し
たり,夢中になったりすると「えっ,もうこんな時間
なの-・」などということはよく経験することで,
時間経過の感覚のゆがみを体験するフローな感覚を得
ている状態と考えることができる。 このようなフロー
経験に関する報告は,他の生徒の作文にも数多く見ら
・&m
<*ft| 2 )
『失敗とかは,1回もしなかったけど,ダンボ-ルをつぶ
す時に,手を切ってしまってすごく血が出たけど,仕事を一
生懸命しているうちに手の痛さも忘れて仕事をしていた(,』6'
この作文では, 『仕事を一生懸命にしている』という
部分にフローな感覚を得ている状態を見ることができ,
フローな状態の時には,『手の痛さも忘れて仕事をして
いた。』の表現に見られるように,しばしば自己の意識
が消滅し,今行っていること以外の情報は一切受け付
けない状態と見ることができる。 つまり,ダンボ-ル
をつぶすという作業以外の情報(ここでは手を切った
痛さ)は自己の意識からなくなっていると考えること
かできる。
(事例3〉
『最後に-番やって印象に残ったことは給油でした。 ,昔か
ら興味を持っていたのでトライやる・ウィークではやってみ
たいと思っていましたトラックが来たときは不安でし
た。,トラックは-緒に行った友達も給油したことがなかった
し,とても大きかったからです。 Jlども,やっぱりやってみ
たいと思う気持ちがあり給油させてもらいました(つ最後はや
はりやっていて良かったと思いました(,』''
この作文では, 『昔から興味を持っていたのでトライ
やる・ウィークではやってみたいと思っていま した。 』
というように自己目的的経験として給油という仕事を
捉えている姿を読みとることかできる。 また,『トラッ
クが来たときは不安でした。 トラックは一緒に行った
^^Bu*^^5
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友達も給油したことがなかったし,とても大きかった
からです。 』という表現に見られるように,適度な挑戦
レベルを越えた不安を読みとることができる。 心理的
エネルギーが統制できなくなると人は不安になり,自
ら集めた情報や他からの情報をもとに心理的エネルギ
ーを統制し『けども,やっぱりやってみたいと思う気
持ち-』という表現に見られるように自らが自己目
的的経験を達成するために心理的エネルギーを統制し
乗り越えようとする。 不安な状態から-段階上のフロ
ーな状態に押し上げるこの行動が『最後はやはりやっ
ていて良かったと思いました。』という,達成感,満足
感につながっていくものと考えることができる。
ここまでは自己目的的経験を前提にした生徒作文に
ついて分析・考察した。 最後に自己目的的経験を前提
としない生徒作文について分析・考察を加えるoその
理由として,自己目的的経験を前提にしない活動,言
い換えるなら「やらされている」という意識を持った
活動を分析することにより,より自己目的的経験に基
づく「内的報酬による楽しさ」を多角的に見ることが
できると考えたからである。
(事例4)
『私は,最初保育園だったけど,幼稚園に行くことになった',
最初嫌だったけど,行くしかなかった。 一日目,幼稚園に行
ったとき,先生たちの話を聞いた。それから,教室に行ったo
教室は,せまかったD小さい子たちがいっぱいきたoみんな
かわいかった(,みんなと運んでいるとき,すごくつかれた。
,
これが一週間続くと思ったらやる気をなくしたOこんなこと
を毎日している先生は,すごいと思ったく,ふだん,小さい子
と遊ばないから何をして遊んだらいいのかわからなくなったo
ずっと遊んでいるとだんだんだるくなってきて,小さい子が
うっとうしくなってきたo遊ぶ時間が終わって,歌う時間に
なりました。
みんな,よく声が出ていましたo幼稚園は,楽
しくなかったけど,小さい子は,みんな元気で,声も大きく
て,けっこうかわいかった・・・』8'
この作文からは,トライやるウィークへの前向きな
様子は感じられにくい。 『私は,最初保育園だったけど,
幼稚園に行くことになった。 最初,いやだったけど,
行くしかなかった。 』という文からは,自分の第1希望
とする場所に参加できず,第2,第3希望の場所になっ
たことが推察され,自己目的的条件が十分に整ってい
ないことが伺える。 『教室はせまかった』,『これが一週
間続くと思ったらやる気をなくした』,『ずっと遊んで
いるとだんだんだるくなってきて,小さい子がうっと
うしくなってきた。』等の否定的な表現も,心理的エネ
ルギーを統制できない結果と捉えることができる。 こ
れは,「トライやる・ウィーク」を負担に思っている生
徒の内観として推察することができる。
アンケート調査では88.0%の生徒が第1,第2希望
となっているが,その他を含め12.0%の生徒は自分の
意図とそぐわない場所で活動したことにる。 家庭や関
係者からの意見の中には,「本人の希望と違っていた,
他の地域のテレビ報道を見て羨ましく思った」や「目
的意識のはっきりしない子どもがいた。 十分な認識を
持ち,中学生らしい元気さを持って参加して欲しかっ
た」等が寄せらた。 そして,学校側からも「初年度で
もあり,活動場所の確保を優先するあまり,生徒の希
望に十分対応できなかったところもあった」という反
省の声が聞かれている。 生徒アンケートでも図6,7
の「あなたにとって,この一週間はどんな一週間でし
たか?」や「トライやる・ウィークの様な活動を,機
会があればまたやってみたいですか`?」という設問に
対し,「どちらとも言えない」を含め否定的に捉えてい
る生徒が9.6%-13.3%いる。この現状は,生徒の興味
・関心が十分に生かされ切れなかったと考えることが
でき,自己目的的経験として実施されていない部分が
あったことを示している。 生徒の興味・関心に100%
対応することは,極めて難しいことであるが,現状を
少しずつでも改善しようとする方向が今後の活動に具
体的に見られることを期待したい。
く事例5)
『私は,「トライやる」に行く前,すごく行くのが嫌でし
たf,「別に行く気なんかないのに・・・」と思っていました。
,
そう思いながら,「トライやる」初E]を迎えましたoはじめは
「めんどくさいな!」と思いながら仕事をしていました。
で
も,掃除などをしているうちに,なんだか楽しくなってきて
「こんなに楽しいもんなんだ」と思いましたりそれから,薬
をつくるときも,受付をするときもはじめはオドオドして,
なかなか自分からすすんで出来なかったのに2日E,3日目
とやっているうちに,自分からすすんでやるようになりまし
た仕事もだいぶ慣れて,言われなくてもやらないとい
けないことを,みんなで協力するようになりました。 ,それか
らは,はじめの頃にはやらせてもらえなかった会計の仕事や,
カルテの整理をまかされるようになり,自分の中で「けっこ
うがんばっているな」と思いました私にとってこの5
日間は,嫌なことも少しあったけど,とても充実した5日間
でした。,』9)
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この事例は事例4とは異なり「トライやる・ウィー
ク」を行うまでは,自己目的的経験ではなかったが,
活動していく中で生徒の心が変容していく様子を読み
とることができる。 『でも,掃除などをしているうちに,
なんだか楽しくなってきて「こんなに楽しいもんなん
だ」と思いました。 』この様子は,心理的エネルギーが
掃除という行為に統制され,フローな感覚を経験して
いる状態である。『はじめはオドオドして,なかなか自
分からすすんで出来なかった』この様子は,初めての
経験に不安な状態を見ることができるが,『2日目,3
日日とやっているうちに,自分からすすんでやるよう
になりました0- ・』という表現に見られるように,
経験により不安なレベルからまた安定したフロ-な状
態に自分自身を導いていることがわかる。 『仕事もだい
ぶ慣れて,言われなくてもやらないといけないことを,
みんなで協力するようになりました。 それからは,紘
しめの頃にはやらせてもらえなかった会計の仕事や,
カルテの整理をまかされるようになり,自分の中で「け
っこうがんばっているな」と思いました。 ・ ・ ・』この
様子は,最初否定的であった「トライやる・ウィーク」
か完全に自己目的的経験となり,信頼感,満足感,及
び充実感等を読みとることができるD
この事例のように自己目的的経験が整っていない状
況は,普段の授業場面の中でもよくあることである。
現実的に言うと自己目的的経験を40人の生徒が満たす
ことはかなり難しいnしかし,このような条件におい
ても,教師はいかに生徒一人一人が目的をもって活動
できるか工夫すべきであるLnJ『はじめの頃にはやらせて
もらえなかった会計の仕事や,カルテの整理をまかさ
虹旦且_というように生徒を信頼した関係者の行動は,
極めて有効なものであり,指導者側の工夫次第ではこ
の事例のように,目的を持ち取り組むことが可能であ
り,教師も見習うべき点であろうO事例4において遁坐
さい子たちがいっぱいきた。 みんなかわいかった。 』,『小
さい子は,みんな元気で,声も大きくて,けっこうか
わいかった・ ・ ・』等の表現に見られるように,生徒
ほ肯定的感情を必ずどこかに持ち合わせているもので
ある。したがって>i! ふだん,小さい子と遊ばないから
何をして遊んだらいいのかわからなくなった』という
場面での教師・関係者側の適切な指導・支援があった
なら,心理的エネルギーを統制することも可能だった
のではないだろうか。
サォv
最後にまとめとして,これまでの分析及び考察を踏
まえ,これからの学校教育に必要な方向性について考
察する。
生徒が「やらされている」という意識のもとでは,「学
び」も「遊び」も「外発的報酬による満足」によって
成り立つものである。 従来の学校教育はこの「外発的
報酬による満足」を多く求めてきたのではないだろう
か。つまり,生徒自身はテストの点数や成績の順位,
評定により満足感を得ることが多く,「学ぶ」という行
為自体に「内発的報酬による楽しさ」をみることが少
なかったと考えられるからである。
「学び」に本来必要なものはその行為自体か目的で
あり,その目的は生徒一人一人の価値観によってそれ
ぞれ決まってくるものなのではないだろうか。 つまり,
自己目的的経験に基づく「内発的報酬による楽しさ」
こそ,「学び」には本来大切なのではないだろうか。 孔
子の言葉に「これを知る者は,これを好む者に如かず,
これを好む者はこれを楽しむ者に如かず」という言葉
かある。「学問の知識が豊富なものは,学問を好きなも
のには及ばず学問を好きなものは,学問を楽しんでい
るものには遠く及ばない」という意味である。 例えば
「学び」を偏差値や大学合格のためだけに行っている
生徒は,本来の学問の楽しさを知ることは少ない。 つ
まり,偏差値アップや大学合格というr外的報酬によ
る満足」があるから「学び」を続けているということ
になる。裏を返すと「外的報酬による満足」がない場
合には「学び」をしないと言うことになる。 逆に「学
び」を「内発的報酬による楽しさ」として捉えている
生徒にとっては,「学び」という行為自体が楽しさをも
たらすものであるから,極端に言うと学校の成績が上
からなくても,希望の大学に合格できなくても「学び」
という行為を自ら続けることになるであろう。 「内発的
報酬による楽しさ」に裏付けられた「学び」はこれか
ら学校教育が目指す方向を示唆し,学校教育から社会
教育,ひいては生涯教育-とつながる大切な要素であ
ると考える。
これからの学校教育か目指す方向は,「外発的報酬に
よる満足」にだけに終わってはいけないと考えるO決
して「外発的報酬による満足」を否定しているわけで
はない。学校教育には必要であると考えている。 しか
し,これまでの教育現場では「外発的報酬による満足」
を多く用い過ぎたように思われる。 大事なことは学校
教育全体を生徒の立場から見直し,問いかけ「内発的
報酬による楽しさ」と「外発的報酬による満足」を車
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の両輪のようにうまくバランスさせることであり,こ
れまでの学校教育には少なかった「内発的報酬による
楽しさ」を積極的に取り入れる工夫か,今後必要であ
ると考えるo
兵庫県で実施された「トライやる・ウィーク」は,
フロー理論の立場から考察すると自己目的的経験に基
づいた「内発的報酬による楽しさ」を求める活動と位
置づけることができる。 「トライやる・ウィーク」の実
施は,学校教育の新たな可能性を学校や教師・家庭・
地域社会にも再確認させてくれるものであり教育的効
果は高いものと思われる。 新学習指導要領に組み入れ
られる総合的な学習は「各学校は,地域や学校,生徒
の実態などに応じて,横断的・総合的な学習や生徒の
興味・関心等に基づく学習など創意工夫を生かした教
育活動を行うものとする」とあり,総合的な学習との
関連を図りながら「トライやる・ウィーク」を位置づ
けることも可能と考えられるOいずれにしても,これ
からの学校教育の中でこのような活動か効果的に用い
られることを期待し,今後,家庭・学校・地域社会の
3者が,生徒を中心に据えた「育」の部分を大切に,
この活動をさら推進していくことを強く望むものであ
る。
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